













































































































































































































































	 	 	 	②	省察
最初にビッグマックに触れたのは，もしかしたら
偶発的であったかもしれない．だが，Kがビッグマッ
クに触れたことをきっかけとして，A1またはA2が
歌い出す．これを繰り返すことでKのなかには「ビッ
グマックに触れると歌が始まる」ことが分かってき
て，ビッグマックに触れることに意図が含まれるよ
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うになるのではないか．また，	Kがビッグマックに
触れることは，Kにとっての発信手段であり「○○
さん，歌を歌ってね」という「ことば」でもある．ビッ
グマックに触れた部位を係わり手が丁寧に触りなが
ら返事をし，歌い出す．その都度，Kの「ことば」
を丁寧に受けとめて，係わり手が歌うことを繰り返
すことで，Kがビッグマックに触れて「ことば」を
発することも更に増えるのではないか．何より，ビッ
グマックを利用することで，「Kが『歌ってね』と
要求する」主格の状況（土谷,	2006）となって活動
しているといえよう．
Ⅴ　全体考察
エピソードを通して，障害の重い子どもとのやり
とりにおいて，実践で捉えたい視点を以下のように
まとめた．
1．それぞれの「ことば」を大切にすること
係わり合いのなかでは，子どもからの「ことば」
がたくさん見られた．その「ことば」は音声言語や
文字だけではない．視線，身体の動き，汗をかく様
子など，その子どもに応じてさまざまである．エピ
ソードのなかにも，瞬きや頭を後ろに倒すなど，実
にさまざまな「ことば」があった．子どもからの「こ
とば」を大切に受けとめ，丁寧にまた返していく．
それによって，子どもからの表出もさらに増えてい
き，相互的なやりとりへとつながってくのではない
だろうか．
2．表出をいかに受けとめるか
子どもが表出したことを丁寧に確認すること，つ
まり，ただ音声だけの応答ではなく，子どもが表出
した部位を係わり手が優しく触れるなどのフィード
バックを行う．それによって，子どもが「（例えば、
自分が瞬きをすることによって）相手に伝わった」
という思いが，音声のみの応答よりも生じやすいも
のと考えらえる．エピソード2では，筆者が微細な
表出を見落としてしまったことが反省としてあげら
れる．子どもの微細な表出を見落とさず，逐一拾い
上げていくような係わり手としての姿勢が，相互的
なやりとりを展開していく土台となるであろう．
3．仮の読み取りをしたら，必ず省察をする
子どもからの表出，いわゆる「ことば」が，何を
意味しているのか係わり手が分からない場合もある
だろう．そのような場合，子どもが経験した前後の
文脈より，仮の読み取りを行う．仮に読み取ったこ
とが，子どもの思いと同じものか絶えず検証するこ
とが，子どもとのやりとりには欠かせないものであ
る．子どもの思いを理解しない係わり手であったら，
やりとりはもちろんのこと，信頼も安心も生じない
のではないか．
4．双方で「共有する」こと
エピソード3より考えたい．Kの表情や頭の動き
から，その時その場の興味・関心の対象をとらえ，
係わり手も気持ちをそこに向けていく（＝「注意の
共有」）．実際に，係わり手がKと揺れを起こし，内
面にあるイメージを子どもと一緒に表現してみる
（＝「イメージの共有」）．Kが頭を後ろに倒すこと
の意味を探って，その意味を受けるように，トラン
ポリン上で後ろに倒れる（＝「意味の共有」）．それ
らの活動は，子どもと係わり手とがやりとりを挟み
ながら一緒に活動している（＝「活動の共有」）．ま
た，Kと係わり手には，活動をともにするパートナー
としての一体感，喜びや嬉しさといった思いがお互
いに湧き起こっていく（＝「情動の共有」）．土谷
（2016）は，「子どもと係わり手が情動的に没入し，
子どもにとって喜びにあふれたイベントを共有する
こと（Joyful	shared	event）をコミュニケーション
の基盤とする」としており，このように共有する経
験があってこそ，子どもと係わり手との関係ややり
とりが深まっていくのであろう．
5．手を重ね合わせた「ハンド・アンダー・ハンド」
エピソード1には「ハンド・アンダー・ハンドの
関係」（土谷，2006）があった．鉄琴など，子ども
と係わり手が共同で活動するときに，係わり手の手
の甲に子どもの手を重ねて活動したものである．子
どもが手を動かす状況が十分に保障されており，な
おかつ主体性がとても大切にされている．「ハンド・
アンダー・ハンドの関係」は，手を重ねながらやり
とりを行う相互的なものであり，なおかつ，手を重
ね合わせて活動を共にしているものであるといえ
る．
6．子ども主格の状況でAACを利用する
エピソード4において，Kはビッグマックを利用
した歌遊びを行っている．子どもとのコミュニケー
ションにおいて，「機器ありき」ではなく，子ども
がいて，係わり手がいて，そして機器があるといっ
た状況になっている．人と人との間に機器を利用し，
「子どもが○○をする」という主格の状況（土谷，
2006）をつくり出すことが大切であろう．
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